
 

2025年度活動概要     ESP（関西）研究会 

 

ESP（関西）研究会では、「ESP for Everyone: Genres for All Communicative Contexts 

（みんなの ESP：ジャンルで広がる実践の可能性）」をテーマとして活動しました。 

 

研究会を定期的にオンラインで開催し、上記テーマを各回で具体的に進めました。2025

年度は公開ワークショップとして、講師に野口ジュディー先生（神戸学院大学名誉教授）

を招き、オンラインで実施しました。支部の枠を超え、各回約 40名の参加者を得て、た

いへんな盛況でした。参加者の評価も高く、感謝の言葉をたくさんいただきました。 

 

各回のワークショップの内容は以下のとおりです。 

① 第 1 回：7 月 26 日（土） 14:00-17:00 

 英：Understanding ESP: Discourse Communities  

 日：言語が使われる「相手」を意識しよう  

 ◎ Discourse Communities（共通の目的や興味を持つ人々の集団）を意識する 

② 第 2 回：11 月 22 日（土） 14:00-17:00 

 英：Developing Genre Awareness: Moves and Hint Expression 

 日：ジャンルとは何か  

 ◎Discourse Communities のコミュニケーションに用いる共通の型を分析する  

 ◎ジャンルの Moves と重要情報を示す Hint expressions を分析する 

③ 第 3 回：2 月 28 日（土） 14:00-17:00 

 英：Using ESP in the Classroom: OCHA and PAIL  

 日：ESP をどう教えるか  

 ◎OCHA と PAIL を常に意識する  

 ◎専門家でなくても、ジャンルを教える工夫を共有する 

 

今年度の大きな成果として、上記①②③は 2026 年 5 月下旬にアーカイブ動画を広く一

般に公開予定です。諸事情で計画よりも公開が遅くなりました。また、研究会のウェブ

サイトも近日公開予定です。 

 

2026年度も今年度の応用編として続けていきたいと考えています。 

 

また、会員の研究活動の活性化のために、JACET 第 64 回国際大会（東京、2025）で SIG

ワークショップ（90 分）を実施しました。まさに今年度の研究会の活動テーマである「ESP 

for Everyone: Genres for All Communicative Contexts （みんなの ESP：ジャンルで広がる

実践の可能性）」をタイトルとしました。 

 



さらに、JACET 第 64 回国際大会（東京、2025）では SIG 活動報告発表も実施し、本研

究の発展に努めてきました。 

 

来年度も継続して研究テーマを追求していきたいと考えています。 

 


